別紙1

特定施設(大気基準適用施設)の構造

	工場又は事業場における施設番号
	　１号焼却炉
	工場・事業場における名称を記入

	特定施設号番号及び名称
	　５号　廃棄物焼却炉
	令別表第１の特定施設の種類を記入

	型式
	○○社　ﾊﾞｯﾁ式廃棄物焼却炉○○-○○型
	メーカー名、全自動・半自動・手動等の別
○○式○○型等の機械形式を記入

	施設の設置場所
	　10年10月１日
	　備考１

	設置年月日
	年　　　月　　　日
	　備考１

	工事着手予定年月日
	年　　　月　　　日
	　備考１

	工事完成予定年月日
	年　　　月　　　日
	　備考１

	使用開始予定年月日
	年　　　月　　　日
	　備考１

	規模
	原料の処理能力

(t／h)
	　
	　令別表第１の１号の焼結炉、３、４号の焙焼炉等の場合に記入

	
	変圧器の定格容量

(KVA)
	　
	　令別表第１の２号電気炉の場合に記入

	
	炉の容量

(t)
	　
	　令別表第１の４号溶解炉の場合に記入

	
	焼却能力

(kg／h)
	６０
	　令別表第１の５号の廃棄物焼却炉の場合に記入

	
	火床面積

(m2)
	１．５
	　令別表第１の５号の廃棄物焼却炉の場合に記入

	その他参考となるべき事項
	廃棄物焼却炉の構造図

図面２、３、４
	　　備考３


　備考　1　設置届出の場合には工事着手予定年月日、工事完成予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、使用届出の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には設置年月日、工事着手予定年月日、工事完成予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、それぞれ記載すること。

　　　　2　規模の欄には、令別表第1に掲げる施設に係る項目について記載すること。

　　　　3　特定施設の構造図とその主要寸法を記入した概要図を添付のこと。

別紙2

特定施設(大気基準適用施設)の使用の方法

	工場又は事業場における施設番号
	　１号焼却炉
	工場・事業場における名称を記入。

	使用状況
	1日当たりの使用時間及び月使用日数等
	　　　９時　～　１７時

　　　 ２０日／月
	当該施設の使用時間及び使用状態を○時～○時まで、時間/日、回/日、日/月等のように記入。

	
	季節変動
	　
	使用期間に季節的な変動がある場合にのみ記入。

	原料及び燃料
(ダイオキシン類の発生に影響のあるものに限る。)
	種類
	木材

紙類（ﾌﾟﾗｽﾁｯｸは含まない）
	当該施設において使用する原材料の種類。焼却炉においては、焼却対象物を記入。

	
	使用割合
	　木材：紙類＝７：３
	非鉄金属等の場合はその名称、ごみの場合はその混合割合を重量比で記入。

	
	原料又は燃料中の塩素分の成分割合

(％)
	木材　　１％以下

紙類  0.01％以下
	不明な場合は「不明」と記載。

	
	1日の使用量
	　木材約280kg　紙類120kg
	原材料の種類ごとに記入。

	排出ガス量(m3／h)
	最大　4,000　通常3,500
	（備考１）　計算値、燃料使用量等からの算出値を記入。なお、実測値からの推定値でも可とする。

（※）不明な場合は「不明」と記載。

	排出ガス温度(℃)
	　１５０℃
	排出口における排出ガス温度を記入する。実測値、計算値、燃料使用量等からの算出値のいずれでも可。

（※）不明な場合は「不明」と記載。

	排出ガス中の酸素濃度(％)
	　８％
	排出ガス中の酸素濃度を記入する。実測値、計算値のいずれでも可。

（※）不明な場合は「不明」と記載。

	排出ガス中のダイオキシン類の濃度(ng-TEQ／m3N)
	最大　１５　　通常 ７
※　別添分析結果書参照
	（備考２）実測値、計算値、燃料使用量等からの算出値のいずれも可。実測値の場合は分析結果書写し、計算値等の場合は算定根拠を添付。

（※）不明な場合は「不明」と記載。

	その他参考となるべき事項
	　
	（備考３、※）排出ガス量、ダイオキシン類濃度等を「不明」とした場合は具体的な測定計画等を記載のこと。


備考　1　廃棄物焼却炉にあっては、種類の欄には、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くずその他の廃棄物の種類を、使用割合の欄には、廃棄物の種類ごとの焼却割合を記載すること。

2　排出ガス量については、温度が零度であって圧力が１気圧の状態（以下「標準状態」という。）における量に、排出ガス中のダイオキシン類の濃度については、標準状態における排出ガス１立方メートル中の量に、それぞれ換算したものとする。

　　　 3　ダイオキシン類の濃度は、乾きガス中の濃度とすること。

　　　 4　その他参考となるべき事項の欄には、排出ガスの排出状況に著しい変動のある施設についての一工程中の排出ガス量の変動の状況を記載のこと。

別紙3

発生ガスの処理の方法

	工場又は事業場における施設番号
	　１号発生ガス処理施設
	　工場・事業場における処理施設の名称を記入。また、処理施設がない場合は、煙突を処理施設として記入。

	名称及び型式
	　○○社　マルチサイクロン

　○○－○○型
	　メーカー名、○○式○○型等の機械型式を記入。

	発生ガスの処理の内容
	　ばいじんの除去
(98％以上)
	　処理の対象、除去率等を記入。

	処理の系統
	　図面５のとおり
	　　備考２

	施設の設置場所
	　図面６のとおり
	　　備考２

	設置年月日
	10年　　10月　　１日
	備考１

	工事着手予定年月日
	年　　　月　　　日
	年　　　月　　　日

	工事完成予定年月日
	年　　　月　　　日
	年　　　月　　　日

	使用開始予定年月日
	年　　　月　　　日
	年　　　月　　　日

	その他参考となるべき事項
	　
	　


　備考　1　設置届出の場合には工事着手予定年月日、工事完成予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、使用届出の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には設置年月日、工事着手予定年月日、工事完成予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、それぞれ記載すること。

　　　　2　発生ガスの処理に係る施設の構造図とその主要寸法を記入した概要図を添付すること。

